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誤

第４期島根県医療費適正化計画　正誤表

正

※括弧内は医療費適正化の取組を行わなかった場合

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度 （※）１人当たり保険料の
機械的な試算（令和11年度）

2,462.0億円 2,505.8億円 2,548.9億円 2,592.8億円 2,637.3億円 2,682.6億円
（2,481.1億円） （2,525.3億円） （2,568.7億円） （2,612.9億円） （2,657.7億円） （2,703.3億円）
442.3億円 434.4億円 428.9億円 426.1億円 426.0億円 428.3億円 6,495円

（445.7億円） （437.8億円） （432.2億円） （429.4億円） （429.2億円） （431.6億円） （6,545円）
1,259.4億円 1,302.9億円 1,346.4億円 1,387.1億円 1,424.6億円 1,459.2億円 7,285円

（1,269.2億円） （1,313.0億円） （1,356.8億円） （1,397.9億円） （1,435.5億円） （1,470.5億円） （7,340円）
760.3億円 768.5億円 768.6億円 779.6億円 786.9億円 795.1億円

（766.2億円） （774.5億円） （779.7億円） （785.6億円） （793.0億円） （801.2億円）

市町村国保

後期高齢者医療

被用者保険等

全体

（※）制度別の医療費見込みを基に、一定条件下で機械的に試算したもの。
被用者保険等については、加入者が都道府県をまたいで所在することが多いため、算出しない。
実際の保険料は、医療費の動向や財政状況（保健事業・積立費など）などの要因に大きく影響を受ける点に留意が必要。
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